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令
和
６
年
第
２
回
占
冠
村
議
会

定
例
会
が
開
催
さ
れ
る
に
あ
た

り
、
占
冠
村
教
育
委
員
会
の
教
育

行
政
に
関
す
る
主
要
な
方
針
に
つ

い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　

情
報
技
術
や
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の

進
展
に
よ
り
、
価
値
観
や
ワ
ー
ク

ス
タ
イ
ル
が
大
き
く
変
化
す
る
中

で
、
本
村
に
お
い
て
は
、
少
子
高

齢
化
に
加
え
、
児
童
生
徒
の
減
少

問
題
が
深
刻
で
あ
り
、
そ
の
対
策

を
迫
ら
れ
て
い
ま
す
。
改
定
学
習

指
導
要
領
は
、折
り
返
し
を
過
ぎ
、

困
難
を
極
め
な
が
ら
も
、
学
び
を

止
め
ず
、
そ
し
て
様
々
な
教
育
課

題
に
対
応
し
な
が
ら
、
着
実
に
前

進
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
年
度

に
お
い
て
も
、
魅
力
あ
る
学
校
を

創
造
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
問
題

に
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
人
生
１
０
０
年
時
代
を

見
据
え
、
村
民
一
人
ひ
と
り
の
ウ

ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
の
た
め
に
、
生

涯
に
わ
た
っ
て
主
体
的
に
学
び
続

け
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
を
創
っ

て
い
く
こ
と
も
必
要
で
あ
り
、
そ

の
環
境
が
地
域
に
お
け
る
生
涯
学

習
の
役
割
を
十
分
に
発
揮
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　

令
和
３
年
度
か
ら
全
面
実
施
さ

れ
た
新
学
習
指
導
要
領
に
基
づ

き
、
育
成
す
べ
き
資
質
・
能
力

「
学
び
に
向
か
う
力
、
人
間
性
等
」

「
知
識
・
技
能
の
習
得
」「
思
考
力
、

判
断
力
、
表
現
力
等
の
育
成
」
の

三
点
を
柱
と
し
て
、
効
果
的
な
学

校
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し

た
。
今
後
に
お
い
て
も
、
す
べ
て

の
子
ど
も
た
ち
の
可
能
性
を
引
き

出
し
、
一
人
ひ
と
り
の
学
び
の
課

程
を
重
視
し
な
が
ら
、「
主
体
的
・

対
話
的
で
深
い
学
び
」を
実
践
し
、

「
個
別
最
適
な
学
び
と
協
働
的
な

学
び
」
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
を
目

指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

⑴
確
か
な
学
力
向
上
の
推
進

　

令
和
５
年
度
に
実
施
し
た
、
全

国
学
力
・
学
習
調
査
で
は
、
小
学

校
、
中
学
校
と
も
に
平
均
正
答
率

が
全
国
平
均
を
上
回
り
ま
し
た
。

結
果
の
把
握
と
分
析
を
踏
ま
え

た
、
児
童
生
徒
が
確
か
な
学
力
を

身
に
付
け
、
一
人
ひ
と
り
の
学
び

を
充
実
さ
せ
る
た
め
、
教
員
の
専

門
性
と
実
践
的
指
導
力
、
資
質
・

能
力
向
上
の
取
り
組
み
が
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
、
学

力
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の
授
業
改

革
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
教
育

課
程
に
必
要
と
な
る
資
質
や
能
力

の
育
成
に
努
め
ま
す
。

⑵
豊
か
な
心
と
健
や
か
な
体
を
育

　
む
教
育
の
推
進

　

子
ど
も
た
ち
が
、
規
範
意
識
を

身
に
付
け
、
存
在
意
義
を
自
覚

し
、
将
来
に
向
け
た
自
己
実
現
を

図
り
、
た
く
ま
し
く
成
長
し
て
い

く
た
め
に
は
、
そ
の
基
盤
と
な
る

体
力
、健
康
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

学
校
教
育
指
導
や
教
育
活
動
全
体

を
通
じ
て
、
様
々
な
道
徳
的
課
題

に
取
り
組
み
な
が
ら
、
豊
か
な
心

を
育
む
道
徳
教
育
の
充
実
に
努
め

ま
す
。

　

川
の
学
校
、
森
の
学
校
や
羊
の

学
校
な
ど
の
体
験
学
習
を
継
続

し
、
ふ
る
さ
と
へ
の
豊
か
な
自
然

や
産
業
を
学
び
、
愛
着
と
誇
り
を

育
む
た
め
、
ふ
る
さ
と
教
育
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

全
国
体
力
・
運
動
能
力
等
調
査

結
果
の
分
析
と
実
態
把
握
に
基
づ

い
た
体
力
向
上
活
動
支
援
を
継
続

し
、
栄
養
や
食
事
に
つ
い
て
の
正

し
い
知
識
と
望
ま
し
い
食
習
慣
を

身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
給
食
指
導
や
教
科
指
導
を
通
じ

て
、
食
育
の
充
実
な
ど
健
康
教
育

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

⑶
学
び
を
支
え
る
教
育
環
境
の
推

　
進

　

教
職
員
が
心
身
と
も
に
健
康

で
、
子
ど
も
た
ち
が
１
日
の
多
く

を
過
ご
す
学
び
の
場
を
安
全
で
安

心
な
教
育
環
境
と
す
る
た
め
、
特

別
支
援
教
育
支
援
員
、
学
校
支
援

員
な
ど
、
教
職
員
、
児
童
生
徒
へ

の
支
援
体
制
の
強
化
を
継
続
し
ま

す
。

　

特
別
支
援
教
育
に
関
し
ま
し
て

は
、
校
内
支
援
の
ほ
か
に
、
村
外

関
係
機
関
と
協
力
体
制
を
構
築

し
、
義
務
教
育
9
年
間
の
継
続
的

な
支
援
に
努
め
ま
す
。

　

国
際
理
解
教
育
に
つ
い
て
は
、

今
年
度
新
た
に
着
任
す
る
外
国
語

指
導
助
手
と
小
・
中
学
校
の
英
語

連
携
に
お
い
て
中
学
校
英
語
教
諭

と
の
協
力
体
制
を
構
築
し
な
が

ら
、
小
・
中
学
校
に
お
け
る
外
国

語
活
動
及
び
外
国
語
科
の
指
導
の

充
実
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
ア
ス

ペ
ン
市
と
の
短
期
交
換
留
学
に
関

連
し
た
、
相
互
理
解
教
育
を
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

施
設
整
備
に
つ
い
て
は
、
猛
暑

対
策
と
し
て
、
各
学
校
の
普
通
教

室
を
中
心
に
エ
ア
コ
ン
の
設
置
を

実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

Ⅱ
　
学
校
教
育
の

Ⅱ
　
学
校
教
育
の

　
　
充
実

　
　
充
実

Ⅰ　はじめに
Ⅱ　学校教育の充実
Ⅲ　社会教育の充実
Ⅳ　おわりに

教育長　多田　淳史

教育行政執行方針

2024年4月号2024年4月号

令和６年度令和６年度

教育行政執行方針教育行政執行方針

⑷
義
務
教
育
学
校
・
小
中
一
貫
校

　
の
充
実

　

義
務
教
育
学
校
「
ト
マ
ム
学

校
」、
小
中
一
貫
校
と
し
て
の
「
占

冠
中
央
小
学
校
」「
占
冠
中
学
校
」

は
義
務
教
育
９
年
間
の
学
び
の
連

続
性
・
系
統
性
に
基
づ
い
た
学
校

運
営
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。

　

児
童
生
徒
の
減
少
に
伴
い
、
教

職
員
定
数
の
減
少
も
深
刻
な
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

質
の
高
い
授
業
の
維
持
、
欠
員

と
な
っ
て
い
る
教
職
員
を
補
完
す

る
た
め
、
相
互
乗
り
入
れ
や
兼
務

発
令
に
よ
り
学
校
間
連
携
を
強

化
、
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
主
体
的
に
地
域
に
関
わ

る
児
童
生
徒
の
育
成
と
学
校
と
地

域
を
つ
な
ぐ
人
材
の
配
置
・
育
成

を
推
進
す
る
た
め
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ス
ク
ー
ル
と
学
校
支
援
地
域
本

Ⅰ
　
は
じ
め
に

Ⅰ
　
は
じ
め
に

部
と
の
関
り
と
取
り
組
み
を
強
化

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

小
中
一
貫
校
で
成
果
の
あ
っ
た

合
同
行
事
に
つ
い
て
は
、
地
域
住

民
の
理
解
と
協
力
を
得
な
が
ら
、

実
施
範
囲
を
拡
大
し
て
ま
い
り
ま

す
。
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⑴
生
涯
に
わ
た
る
学
習
機
会
の
確

　
保
と
充
実

　

地
域
の
活
力
や
課
題
解
決
へ
と

つ
な
が
る
、
と
も
に
学
び
あ
い
支

え
あ
え
る
生
涯
学
習
社
会
を
推
進

す
る
た
め
、
人
材
の
育
成
に
努
め

る
と
と
も
に
、
様
々
な
地
域
活
動

に
参
画
し
活
躍
で
き
る
環
境
づ
く

り
を
積
極
的
に
支
援
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
た
、
多
様
化
す
る
教
育
ニ
ー

ズ
に
対
応
す
る
た
め
、講
演
会
や
、

学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
を
提
供
し

な
が
ら
す
べ
て
の
世
代
が
、
学
び

交
流
で
き
る
場
の
確
保
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

⑵
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
充
実

　

日
常
的
に
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む

人
を
増
や
し
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ

て
村
民
同
士
が
交
流
し
、
占
冠
な

ら
で
は
の
ス
ポ
ー
ツ
環
境
を
提
供

す
る
た
め
、本
年
度
に
お
い
て
も
、

村
民
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
大
会
、
村
民
ス
キ
ー
大
会
等
を

実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

教育行政執行方針

　

占
冠
村
の
豊
か
な
自
然
環
境
を

活
用
し
た
ス
ポ
ー
ツ
を
推
進
す
る

た
め
、
村
内
団
体
や
事
業
者
と
連

携
し
な
が
ら
取
り
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
た
、
引
き
続
き
、
体
育
協
会

な
ど
関
係
団
体
へ
の
活
動
助
成
、

ア
ス
リ
ー
ト
補
助
金
等
地
域
の
ス

ポ
ー
ツ
活
動
へ
の
支
援
を
し
て
ま

い
り
ま
す
。

⑶
芸
術
・
文
化
活
動
の
振
興

　

村
民
に
心
の
潤
い
や
豊
か
さ
を

与
え
、
感
性
と
創
造
性
を
育
む
た

め
に
必
要
な
芸
術
・
文
化
に
触
れ

る
機
会
の
創
設
に
努
め
ま
す
。
村

内
文
化
団
体
や
道
内
団
体
等
へ
積

極
的
に
働
き
か
け
な
が
ら
、
幅
広

い
分
野
に
わ
た
る
企
画
・
選
定
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

2024年4月号2024年4月号

　

以
上
、
令
和
６
年
度
の
教
育
行

政
の
執
行
に
関
す
る
重
点
施
策
に

つ
い
て
申
し
上
げ
ま
し
た
。

　

本
村
の
学
校
教
育
・
社
会
教
育

そ
れ
ぞ
れ
が
協
働
体
制
を
強
め
、

す
べ
て
の
村
民
が
学
び
支
え
あ
う

教
育
環
境
を
実
現
さ
せ
る
た
め
、

所
管
す
る
施
策
を
村
民
と
の
協
働

に
よ
り
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。
村
民
の
皆
さ
ん
の
積
極
的
な

参
画
と
議
会
議
員
並
び
に
教
育
関

係
機
関
、
団
体
の
一
層
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い
申
し

上
げ
、
教
育
行
政
執
行
方
針
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

令和６年３月７日

教育長　多田　淳史

　

ま
た
、
伝
統
文
化
の
保
存
・
伝

承
活
動
を
支
援
し
な
が
ら
、
後
継

者
の
育
成
と
人
材
確
保
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

⑷
社
会
教
育
施
設
の
充
実

　

身
近
な
社
会
教
育
の
拠
点
と
し

て
、
多
く
の
村
民
が
集
い
、
学

び
、
交
流
す
る
場
と
し
て
活
用
す

る
た
め
、
一
部
施
設
を
日
常
的
に

開
放
し
、
村
民
が
自
由
に
利
用
で

き
る
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ

和
室
に
新
た
に
エ
ア
コ
ン
を
設
置

し
、
夏
の
猛
暑
に
も
対
応
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

各
施
設
の
維
持
補
修
、
備
品
管

理
に
関
し
ま
し
て
は
、
改
修
・
整

備
計
画
を
明
確
に
し
、
財
源
を
確

保
し
な
が
ら
維
持
管
理
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

ティンバーさん お元気で‼
ＡＬＴ（外国語指導助手）のティンバー・ベルさんが３月末をもって
任務を終え、札幌市へと引っ越すことになりました。
ティンバーさんは、保育所の園児や小中学校の児童生徒、一般村民を
対象とした英会話教室などで約２年半にわたりご活躍されました。
ティンバーさんから村民の皆さんへのメッセージをご紹介します。

　

将
来
の
予
測
が
困
難
な
時
代
の

中
に
あ
っ
て
、
誰
一
人
取
り
残
さ

れ
る
こ
と
な
く
、
生
き
が
い
を
感

じ
る
こ
と
が
で
き
る
包
括
的
な
社

会
を
目
指
し
、
す
べ
て
の
村
民
が

自
分
ら
し
く
安
心
し
て
暮
ら
す
こ

と
の
で
き
る
環
境
を
社
会
教
育
を

通
じ
て
充
実
さ
せ
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
あ
り
、
第
８
次
社
会
教
育

中
期
計
画
の
目
標
で
あ
る
「
共
に

学
び
支
え
あ
う
社
会
教
育
」
に
基

づ
き
、
各
世
代
の
村
民
が
生
涯
に

わ
た
っ
て
学
び
続
け
る
こ
と
が
で

き
る
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

Ⅲ
　
社
会
教
育
の

Ⅲ
　
社
会
教
育
の

　
　
充
実

　
　
充
実

Ⅳ
　
お
わ
り
に

Ⅳ
　
お
わ
り
に

Thank you very much,Timbah.

　占冠を皮切りに日本の生活を始めることができて、本当に幸運だったと思います。この2年半、私はこの

美しい村でアスペンとつながり、リラックスしていました。皆さんの歓迎と寛大な精神に感謝しています。

北海道に引っ越すなんて、実際にそうするまでは想像もしていませんでした。人生がいかに美しく思いがけ

ない方法で展開していくかを思い知らされました。

　北海道は、私が最も愛する物理的な地理と天候が融合した場所です。この島にはリラックスできる温泉、

変化に富んだ山々、豊富な雪、そして生き生きとした海があります。私の計画は、札幌で日本語をフルタイ

ムで学びながらアドベンチャー・トラベルの専門性を高めることです。アドベンチャー・トラベルは、日本

文化を学んだり、アウトドアで体を動かす体験に参加したりと、北海道でよく見られるものです。この計画

が導いてくれる先に何があるのか知るのが楽しみです。札幌に住んでいる間に、私の人生が占冠やアスペン

のプロジェクトと交差する機会がたくさんあると思います。

(1) 卒業シーズンは、信じられないほど特別な時期です。生徒たちは卒業を迎え、地域の人々から祝福
　　されます。占冠は大きな心を持った子どもたちを育て、その成長を称える方法を知っています。涙
　　にあふれたセレモニーの思い出は私の宝物です。
(2) 毎年１月に中学生がアスペンに行くことは、占冠によるユニークで先見性のある投資です。若者た
　　ちにこのような贈り物をした皆さんを祝福します。彼らは皆、挑戦しています。謙虚にしようとす
　　る子もいれば引っ込み思案になってしまわないよう励まされる子もいます。また、ホストしたりさ
　　れたりする中で、彼ら全員が大きく成長します。
(3) 英会話教室は、この地域の意欲的な大人たちと知り合う素晴らしい機会です。村民のためにこのよ
　　うなサービスを提供している村にとても敬意を抱いています。多忙なスケジュールの合間を縫って
　　毎週英語を勉強し、自分の頭脳を広げてくれる生徒たち全員に、私は語学学習者としてやる気をも
　　らっています。

【大切な思い出を皆さんと共有したいです】

温かい気持ちと感謝を込めて ティンバー・ベル

　エスコンフィールドで開かれる日本ハムファイターズの試合で皆さんにお会いしたいです。

　これからも連絡を取り合いましょう！【☎　080‐7945‐2196　メール　timbah.bell@gmail.com】

　３月16日(土)～17日(日)に美唄国設スキー場で開催された「ゴール
ドウイン ナスターレース ユース ドリームグランプリ2024」に出場し
た熊崎莉子さん（字中央）がU16女子の部で見事１位に輝き、４月11
日(木)～14日(日)にカナダのウィスラーで開催される「FISチルドレン 
31th ウィスラーカップ 2024」の派遣者に選ばれました。熊崎さんの
ご活躍を心よりお祈りいたします！

熊崎莉子さん ウィスラーカップ2024に派遣‼


